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本研究は ､
こ の 2 0 年 間で急速 な発展を遂げた台湾半導体産業 の発展メカ ニ ズ ム を

､ 現地

調査 ､
イ ン タ ビ ュ

ー を含めた精細な調査 を実施 し
､ 実証的に明らか にする こ とを目的とす

る
o

台湾 は 1 9 7 0 年代 半ばか ら半導体産業の発展に着手 した｡ それは ､ 米国､ 欧州諸国､ 日本 ､

韓国 より 1 0 年か ら
■
2 0 年も遅れて いた ｡

こ の ような後発性が存在 して いた こ と
､

加 え て 台

湾の特殊な中小企業体制は ､ 資本 ･ 技術集約 的な産業発展に あた っ て は劣位に あ っ た こ と

にもか かわらず､
台湾の 半導体産業は 1 9 9 4 年に生産額 ベ ー ス で 欧州諸国を抜き､ 米 国､ 日

本 ､ 韓 国に次 ぎ､ 世界第 4 の 半導体生産国とな っ た｡

本研究 の 成果は ､ そ の ような台湾の半導体産業の 発展要因は ､ 政府 の果た した役割お よ

び企業間 シ ス テ ム の機能 に よ っ て 捉 える こ とが で きると い う命題 を実証 した こ と で ある ｡

1 9 7 4 年 に台湾政府が半導体産業に参入す る こ とを決定 した時点で は ､ 半導体産業 の発展

条件並び に先進国 の発展 パ タ
ー ン に照らし合わせ た場合 ､

そ の初期条件にお い て①先進技

術と の格差 ､ ②先進国との 企業体制 の格差 ､ ③資本不足 の 3 つ の 後発性 の 不利益が あ っ た ｡

これま で の議論に よれば､
こ の 3 つ の後発性の不利益 を持 つ 限り ､ 台湾が 半導体産業を発

展させ る蓋然性 は ほとん どなか っ たo そこ で政府 の役割が必 要か つ 不 可欠 の もの とな っ た.

本研究 の第 1 部 は ､ 政府 の役割を議論の 中心と しキ. 中小企業が資本 ､ 技術 ､ 人材 いず

れも欠如
~
した状況 の もと で

､
政府 は 中小企業 に よる半導体産業発展と い う目的を達成す る

ため に ､ 以下 の 3 つ の 重要な役割を果た した｡ すなわち①産業を立ち上 あげるため に必要

と され る初期技術 の 獲得 ､ ②全国 の技術開発 セ ン タ
ー

と し て の 役割を果たすた め の
､ 政府

にお ける技術開発体制の 構築､ ③中小企業における技術能力 の構築で ある o

中小 企業体制そ の もの は
､ 後発性 の 不利益 に他ならな いが ､ 政府は先発 国が歩ん で きた

大企 業を中心する半導体産業の発展路線にあえて 追随せ ず ､ 中小企業ゆえの 不利益 を克服

す るため の新たな体制作りを模索しながら ､ 産業発展を遂げよう と したの で あるこそ の 際 ､

政府 に と っ て最も重要な の は ､ 中小企業における技術と資本能力不足を補完する こ と､ お

よ びそ の 役割を果たすため に ､ 政府 にお ける技術能力 を構築す る こ と で あ っ た｡ 政府 は ､

海外か ら導入 した陳腐化 した技術 を ベ ー ス に して
､

.
国内 ･ 海外 にお ける半導体人材 の 結合

に よ っ て技術開発体制を構築した ｡

~
そ し て 開発された技術 を絶えず中小企業 に移転 した こ

とに よ っ て ､ 中小企業に よる先進技術 - の キ ャ ッ チア ッ プが 可能 にな っ た 占 また ､ 政府 は

技術開発計画を実施す る過程 にお い て
､

同時に 民間企業にお ける資本 ､ 人由不足な ど供給
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本研究 の考察の 結果 ､ 垂直非簡合が発展でき る要 因と して
､

こ の 企業間 シ ス テ ム が持 つ 次

の 3 つ の 性質をあげる こ とができ るo

第1 に ､ 産業 - の 参入障壁 が低下す る性質で ある｡
5 つ の 製造 工程の 中で

､
フ ァ ウン ドリ

の 資本額が最も多く ､ 専業設計企業の 資本額が最も少 な い た め
､

専業設計企業は製造委託

を利用すれ ば
､ 最 小 の 資金で半導体産業に参入す る こ とが でき ､ 半導体の資本集約性か ら

脱する こ とがで き る
=

. これ が
､ 専業設計企業が絶えずそ の 産業に参入 して い る要因 で ある

o

第 2 に ､

､
取引 コ ス トが抑 えられ

､
か つ 生産 コ ス トが最小限までに低下 しうるメカ ニ ズ ム

が 内在す る こ と で ある｡ 専業設計企業の 製造委託価格は取引 コ ス トと生産 コ ス トに よ るも

の で ある o 諸取引テス ト の 中で
､ 最も重要なの は取引特殊的資産の 性質 の 有無 で あるが

､

製造委託企業､ 帯に フ ァ ウン ドリにお ける機械設備 ､ 設計メ ニ ュ
ー

はそ の 性質を有 し て い

ない た め
､ 範囲 の 経済性 と規模の 経済性 を同時に追求 でき る｡ それに よ っ て

､
こ の企業 間

シ ス テ ム は取引 コ ス トが抑えられ る
一

方 ､
生産 コ ス トも最小限にまで低下 しうる o それ は

専業設計企業が製準委託を利用 し て も､ 取引 コ ス トに大きく影響されな い要因 で ある｡

第 3 に
､

企業 間 の競争が激 し い構造が 存在する こ とで ある ｡ 産業 - の 参入 障壁 の 低下に

よ っ て 製造委託 企業間 の競争と製造受託企業間 の 競争は いずれも激 しい もの と な っ た
｡

こ の ような競争構造 の もと で
､
垂 直非統合 の 企業 間 シ ス テ ム は 2 つ の重要な性質 を持 つ

｡

まず ､ ① コ ン テ ス タ ビ リテ イ (新規参入 によ っ て 争 いう る市場) の性質を持 つ こ と で あ るo

新規専業設計企業は低資本 で そ の産業に参入 した後 ､ 既存企業と同様 の コ ス トで 同質の 製

造技術 並び に生産能力を獲得 で きる ため
､ 絶えずそ の 市

■
場に参入 した ｡ それに よ っ て 競争

的な ｢ 市場成果｣ が維持され る ( 今井[ 1 9 8 7] 1 3 2 - 1 3 3 頁) o 次に
､ ②少数複数の 有効競争 の

｢見 える手 の 競争｣ の性質を有する こ と で ある(伊丹[1 9 8 8] 1 4 4 頁) o 専業設計企業は複数 の

製造受託企業 の 競争制度の 導入
､

並び に長期継続 的取引に よ っ て製造受託企業 を選択す る
｡

加 えて価格統治機構 が同時に働い て い るた め
､ 製造受託企業は 完全競争 より激 し い 競争 に

直面 し て い る o 新規専業設 計企業 の 自由な参入 は既存企業に退出 の 脅威を与えるo
こ の よ

うな企業交代も含む競争構 造は企業間 シ ス テ ム 全体 の 進化を促進 し､ そ の発展 を牽引す る

こ とと なるo

こ の ように①産業 - の 参入 障壁 の低下 ､ ②取引 コ ス トの 抑制 ､ 生産 コ ス･ トを最小限ま で

に低下 しうる こ と
､ ③企業間の激し い競争構造と いう 3 つ の性質の 存在は ､ 垂直非統合の

発展 を支える重要な要因とな っ た｡

こ の 垂直非統合 は 1 9 9 0 年代半ば以降､ 世界に広範に導入され るようにな っ たが
､
1 9 8 0 年

代 ､
台湾の 半導体産業が 開始 され た時点に

､ 既 に存在 して い た o こう して台湾にお い て 形

成され ､ 定着 した垂直非統合が ､
1 9 9 0 年代半ば以降世界に広が る ようにな っ た要因と して

､

① ロ ジ ッ ク
､

マ イ ク ロ ･ コ ン ポ - ネ ッ トなど非汎用型製品市場 の 急速な拡大
､ ②統合型企

業の 工 場建設資金能力 の 顕著な低下 ､
③フ ァウ ン ドリ にお ける製造技術の 飛躍的な進歩と

い う 3 つ の 要因が相互作用 した結果と帰結する
~

ことができ る.

一

方で ､

.
製造優位性 と十分

な資金能力を持 つ 統合型企業は企業間取引 コ ス トが高い 汎用型メ モ リを中心 に生産 して い

3



るた め
､ ウ ェ ハ 製造 の 内製を

一

層強化 して い る o こ う し て
､

垂直非統合と 垂直統合 が並存

し発展 し て い る
｡

こう し て み ると ､
1 9 9 0 年代半ば以降､ 台湾が 自国 の産業発展 の 困難に対

応するため に形成された フ ァウン ドリ ビ ジネス モ デ ル は その後 ､ 急速な技術変化 に対応で

き る シ ス テ ム まで進化 した こ とが
､

垂直非頃合が世界ま で 拡大する要因となり､ 台湾の 半

導体産業が さらに発展す るチ ャ ン ス を獲得でき る要因ともな っ た ｡
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